
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

は  じ  め  に 

 

 この年報は、平成２７年中における伊東市の主な消

防事象を統計的に集録し、伊東消防の実態を紹介する

とともに消防防災行政の合理的運営を図ることを目的

に編集しました。 

 なお、火災・救急等の統計については暦年により、

その他の関係事項については会計年度をもって表して

います。 

 

 

 平成２８年３月３１日  

 伊東市消防本部   
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伊東市民憲章 

             文化を高め、教養を豊かにしましょう。 

             自然を愛し、清潔な環境をつくりましょう。 

             きまりを守り、良い風習を育てましょう。 

             おたがい助け合い、親切をつくしましょう。 

                元気で働き、楽しい家庭をつくりましょう。 

【地  勢】 

伊豆半島の東端に位置し相模湾に面している。地質は火山活動による溶岩と火山砕屑岩に

よる厚いれき層、火山群の噴出物とこれを覆う川、海の堆積物、河床礫、砂などで形成されてい

る。 

また、市内中央を流れる大川沿いに８００余の温泉井戸があり伊東温泉の根源をなしている。 

市の西南部は、天城山系の山々が重なり合って一碧湖を抱き、さらに台地となって東に続き

海岸に達して多くの絶壁となり、城ケ崎の奇景となっている。  

【歴  史】 

 「伊東」の地名は「湯いづる国＝伊豆」の東にあるところから起こったといわれる。 
  市内には旧石器時代、縄文・弥生時代の遺跡を始め、古墳時代の祭祀遺跡や横穴などの遺

跡があり、古くから人が居住して伊豆東海岸の中心であったことがうかがえる。 

その後、伊豆配流中の源頼朝の悲恋、曽我兄弟の仇討、日蓮上人の流罪、英人ウイリアムア

ダムス（三浦按針）による我が国初の洋式帆船建造など、幾多の史実や伝承がある。 

明治２２年町村制の施行により、江戸期の16か村が伊東・小室・宇佐美・対島の４か村となり、

明治３９年に伊東村は町制を施行した。 

昭和１３年国鉄伊東線の開通により、近代的な温泉観光都市として急速な発展を遂げ、昭和

２２年８月伊東町と小室村が合併して伊東市となった。 

さらに、昭和２５年国際観光温泉文化都市として、伊豆における観光基地としての都市整備を

進めつつ、昭和３０年宇佐美、対島両村と合併して市域を拡大した。以来、海・山の幸と天与の

温泉に恵まれ、日本有数の観光地、リゾート地として発展している。 



東　　経

北　　緯

東　　西

南　　北

年　　　別 面 積 （㎢） 世　帯　数 人　　　口 人口密度（/㎢)

元．４．１ 124.29 26,965 72,839 586.0
２．４．１ 124.10 27,378 72,919 587.6
３．４．１ 124.10 27,857 73,249 590.2
４．４．１ 124.10 28,358 73,706 593.9
５．４．１ 124.10 29,095 74,328 598.9
６．４．１ 124.10 29,347 74,245 598.3
７．４．１ 124.10 29,695 74,430 599.8
８．４．１ 124.10 30,140 74,522 600.5
９．４．１ 124.10 30,598 74,844 603.1

１０．４．１ 124.12 30,855 74,905 603.5
１１．４．１ 124.12 31,190 74,760 602.3
１２．４．１ 124.12 31,623 74,778 602.5
１３．４．１ 124.12 31,818 74,541 600.6
１４．４．１ 124.12 32,069 74,721 602.0
１５．４．１ 124.12 32,541 74,720 602.0
１６．４．１ 124.13 32,978 74,862 603.1
１７．４．１ 124.13 33,312 75,042 604.5
１８．４．１ 124.13 33,725 75,081 604.9
１９．４．１ 124.13 33,956 74,900 603.4
２０．４．１ 124.13 34,393 75,067 604.7
２１．４．１ 124.13 34,631 74,812 602.7
２２．４．１ 124.13 34,892 74,605 601.0
２３．４．１ 124.13 34,951 74,096 596.9
２４．４．１ 124.13 34,999 73,684 593.6
２５．４．１ 124.13 34,771 72,816 586.6
２６．４．１ 124.13 34,925 71,906 579.3
２７．４．１ 124.10 35,239 71,782 578.4

２８．３．３１ 124.10 35,246 71,033 572.4

伊 東 市 勢
(平成28年3月31日現在）

139°06′18”

 34°57′43”

形　　状

位　　置

（平成２０年から外国人登録を含む）

伊東市の面積・世帯・人口の推移

土　　地

124.10㎢

10,450m

20,450m

面　　　積
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伊 東 市 消 防 の沿 革 

１ 消防団の歩み（消防本部発足まで） 

年    代 組    織 略        記 

時

代 

自

警

消

防 

江 戸 時 代 

 

 

明治 22 年 4 月 

若衆組又は非常組 

消防の起源は極めて遠く詳かでない。各集落 

おのおのに自衛組織が設けられ、水火災、警 

防その他の任に当たった。 

伊東村、宇佐美村、小室村、対島村施行 

時

代 

連
合

消
防
組 

明治 27 年 2 月 消 防 組 

勅令第１５号により消防組規則が公布され、 

集落毎に消防組をおき、その上に正副取締 

各１名をおき、組織統制の最高機関とする。 

明治 39 年 消防組織そのまま 伊東村は町制施行 

時

代 

消

防

組 

大正 10 年 1 月 

伊 東 町 消 防 組 

宇 佐 美 村 消 防 組 

小 室 村 消 防 組 

対 島 村 消 防 組 

伊東町は一消防組に統合し６部編成とする。 

宇佐美村、小室村、対島村は各消防組を編成 

時

代 

警

防

団 

昭和 14 年 4 月 

伊 東 町 警 防 団 

宇 佐 美 村 警 防 団 

小 室 村 警 防 団 

対 島 村 警 防 団 

警防団令の施行により警防団と改称する。 

時

代 

消

防

団 

昭和 22 年 4 月 

伊 東 町 消 防 団 

宇 佐 美 村 消 防 団 

小 室 村 消 防 団 

対 島 村 消 防 団 

勅令第１８５号により消防団と改称する。 

昭和 22 年 8 月 伊 東 市 消 防 団 
小室村と合併、市制を施行し小室地区３個分 

団を併せ９個分団編成とする。 

団
併
設
時
代 

消
防
本
部
署 

昭和 25 年 4 月 伊 東 市 消 防 本 部 

伊 東 市 消 防 署 

伊 東 市 消 防 団 

消防組織法に基づく消防本部消防署を設置し 

本部、署一体運営で発足する。 

昭和 30 年 4 月 
宇佐美、対島の両村と合併、伊東市消防団を 

編成し現在に至る。 

２ 消防本部、消防署の設置と歩み 

⑴ 伊東市消防本部、消防署は、昭和２５年４月１３日消防長（市長の事務取り扱い）以下１８人をも

って発足し、その組織は本部、署一体運営で甲、乙両部にわかれ隔日勤務を行うかたわら、大部

分の職員が本部の事務を兼任していた。 

当直の責任者は、司令補以上が当たり、警防活動、教養訓練、予防査察等、消防行政の中枢

として部下の指導に当たった。 

以来人員、機械の拡充を図りつつ発足後２２年間、昭和４７年までその体制は続けられた。 

⑵ 社会情勢の進展にともない増大する消防行政需要を効率的に処理するとともに、火災予防指

導等の徹底を期するため消防職員を増員し長年の課題となっていた消防組織の整備運営につい

て、昭和４７年１０月消防本部と消防署の業務を分離し、さらに昭和４８年１０月課制をとり、２課５

係、１署７係に機構改革した。 
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昭和５５年４月１日吉田分遣所の発足にともない、機構を改め２課４係１署３係とし時代に即す

る消防体制の確立を図った。 

平成３年４月１日対島地区の今後の救急体制を充実するため職員定数を１１０人とした。また、

消防署の組織を改め、通信指令係を新設した。 

平成８年８月８日防災の拠点施設として２１世紀を展望した消防庁舎移転建設のため、桜木町

地内に用地を購入した。 

庁舎建設については、防災拠点基地として、耐震・耐火に重点をおき、初動態勢の確立のため

消防緊急通信指令施設・新発信地表示システム・無線通信設備・車両動態管理装置・サイレン吹

鳴装置を導入し、また市民向け研修・訓練施設（煙避難体験室・消火体験コーナー）コミュニティ

防災センターを平成１０・１１年度２か年で建設、平成１２年３月移転した。  

平成１３年４月機構改革を行い消防総務課に情報指令係を配置３部制に条例改正し、平成１８

年４月消防署職員についても３部制とした。さらに平成２０年４月機構改革により、企画指令課を

新設、消防広域化の推進を図る企画係及び指令業務の充実を図るため指令係を配置した。 

平成２８年２月伊東市、沼津市、伊豆の国市、伊豆市、函南町、東伊豆町及び清水町の４市３

町の５消防本部は、消防救急広域化を前に消防指令センターの共同運用を開始した。 

平成２８年３月３１日伊東市消防本部・消防署は閉署し、４月１日駿東伊豆消防本部・伊東消防

署に移行する。 

⑶ 以下常設消防発足後の人員及び機械器具等の増強並びに支署、分遣所等の開設、機構の改

革その他の歩みの大要は次のとおり。 

年 月 略     記 
条例 現     況 

定員 人員 事務分掌 機   械 

昭 25. 4 

9 

伊東市消防本部・消防署発足 

人員及び消防車の増強 
54 

18 

26 

 ポンプ車 １ 

ポンプ車 ２  

26. 1 

5 

消防庁舎竣工 

消防車の増強 

 
33 

  

ポンプ車 ３  

27. 9 湯川分遣所開設  40 ５ 係   

28.11 本部、署の機構改革  42 ３課 11 係   

31. 6 消防無線局開局     

32. 4 

9 

本部、署の機構改革 

消防車増車(損害保険協会寄贈） 

  ４ 係   

ポンプ車 ４  

33. 3 

7 

玖須美分遣所開設 (消防車増車) 

宇佐美分遣所開設 

 50 

54 

 ポンプ車 ５  

36. 6 消防本部、署の機構改革  54 ６  係   

39. 4 人員増強 60 60   
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41. 7 

10 

救急業務開始 (ライオンズ号) 

消防車増車(損害保険協会寄贈） 

   救急車    １ 

ポンプ車 ６  

42. 2 人員増強 66 66   

44. 3 

     4 

     8 

     9 

八幡野分遣所開設（消防車増車） 

人員増強 

消防レンヂャー隊発足 

湯川、玖須美分遣所を廃止 

新庁舎に統合静海分遣所発足 

 

72 

 

72 

  

ポンプ車 ７  

45. 3 

     5 

はしご付消防車購入 

人員増強、静海分遣所を廃止、消防 

本部消防署移転、幸町出張所開設 

80 72 

76 

 

４ 係  

はしご車   １ 

47. 3 

 

10 

人員増強、一斉指令装置設置 

１本部．１署．１出張所．２分遣所 

消防本部、署の機構改革 

90 

 

90 

81 

 

89 

４ 係 

本部４係 

署 ７係  

ポンプ車 ６ 

はしご車   １ 

救急車    １ 

48. 4 

 10 

 

人員増強 

消防本部機構改革 

救急車増車 (日本消防協会寄贈） 

94 93 

本部２課５係 

 

 

救急車    ２ 

49.10 

12 

無線前進基地局開局（対島地区） 

条例定数改正 

 

98 

 

96 

 無線基地局  ２ 

54. 4 

     9 

10 

人員増強 

条例定数改正 

人員増強 

98 

100 

100 

96 

100 

100 

  

55. 4 消防本部、署の機構改革、吉田分遣

所開設、幸町分遣所に改称 

100 100 本部２課４係 

署 ３係  

 

57. 2 

        7 

       8 

動員車（伊東ガス寄贈） 

救急車増車 

水防車（三生興産寄贈） 

    

救急車    ３ 

58. 3 救急車（損害保険協会寄贈）     

59.12 救助工作車（損害保険協会寄贈）    救助工作車 １ 

61. 5 

     7 

    10 

12 

査察車（危険物安全協会寄贈） 

広報車（日本消防協会寄贈） 

一斉指令装置  全電子式設置 

無線中継所開設 (小室山) 

    

62. 3 

  9 

救急車１台更新 

幸町分遣所廃止、広野分遣所開設 

 

100 

 

97 

  

63. 3 

       7 

水槽付消防車１台更新（１号車） 

宇佐美分遣所新築 
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       9 

 

救急車（現代建物寄贈） 

動員車（現代建物寄贈） 

水防車（三生興産寄贈） 

水槽付消防車１台更新（２号車） 

平成 1. 2 

4 

 

12 

救急車増車（損害保険協会寄贈） 

消防署配置の水槽付消防ポンプ 

自動車の号車変更 

はしご車１台更新 

 水槽付消防車の配置 

本 署 １･２号車・広 野（分）３号車 

宇佐美(分)５号車・八幡野（分）６号車 

吉 田(分)７号車  

2. 3 

10 

指揮車増車 

水槽付消防車１台更新（６号車） 

    

3. 4 

 

10 

11 

消防署の機構改革通信指令係新設 

条例定数変更 

広報車１台増車（静岡防災寄贈） 

水槽付消防車１台更新（２号車） 

110 96 

 

本部２課４係 

 

 

4. 4 

  9 

消防本部消防課を総務課に改称 

対島地区の消防力を増強、八幡野分 

遣所を対島支署とし、新たに救急車 

１台を配置した。 

 

110 

 

 

 

104 

 

 

 

署 ４係 

１支署 

３分遣所 

 

ポンプ車６・はし

ご車１・救急車４ 

救助工作車１ 

5. 4 

10 

中国研修生３人受入(4 月～10 月) 

水槽付消防車１台更新（１号車） 

110 105   

7. 2 

 

6 

10 

救急救命士配置、高規格救急車導入 

水防車（三生興産寄贈） 

旧水防車を連絡車に車名変更 

水槽付消防車１台更新（７号車） 

110 105 

107 

 高規格救急車 １ 

8. 5 

8 

 

9 

11 

査察車１台更新 

消防庁舎移転建設のため桜木町に用

地購入 

救急車（矢作 任氏寄贈） 

救助工作車（損害保険協会寄贈) 

救助工作車本署配置に伴い、旧工作

車を対島支署へ配置した。 

110 108  

 

 

 

 

 

 

救助工作車 ２ 

 

9. 6 消防庁舎建設実施設計業務委託 110 109   

10. 9 消防庁舎建設工事契約 110 110   

11. 3 

   6 

12 

救急車１台更新 

消防緊急通信指令施設契約 

消防庁舎本体工事完成 

 

110 

 

108 

  

12. 2 

 

消防緊急通信指令施設完成 

防災広報車（日本消防協会寄贈） 
110 108 
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     3 

 

     4 

消防庁舎へ機能移転 

本署・広野分遣所統合 

消防庁舎開署式 

署 ４係 

１支署 

２分遣所 

13. 4 

 

消防本部の機構改革消防総務課に情

報指令係を配置 3 部制とした。 

110 106 本部２課５係 

署 ３係 ・ １ 支

署・２分遣所 

 

14. 3 高規格救急車に１台更新 

静岡県消防防災航空隊１名派遣 
110 105 

 高規格救急車 ２ 

15. 4 
高規格救急車１台更新（自動車工業 

会寄贈） 
110 105 

  

16. 4 水槽付消防車１台更新 110 105   

17.10 携帯電話１１９番通報直接受信 110 106   

18. 2 

 

     4 

 

     6 

水槽付消防車１台を水槽車（消防ポン 

プ付）に更新 

消防署の機構改革、消防署を２部制 

から３部制とした。 

資機材搬送車（危険物安全協会寄贈） 

110 106 

 水槽車  １ 

 

 

 

資機材搬送車 １ 

19. 1 

 

  3 

6 

 9 

宇佐美分遣所に救急自動車 1 台配置 

水槽付消防車１台更新 

高規格救急車に１台更新 

連絡車１台更新（リース） 

積載車１台更新（対島支署配置） 

110 106 

  

 

高規格救急車 ３ 

 

救助工作車 １ 

20. 3 

   4 

   12 

広報車更新（日本消防協会寄贈） 

機構改革、企画指令課新設 

宇佐美分遣所救急車を高規格救急車 

に更新（日本損害保険協会寄贈） 

 

110 

 

106 

 

本部３課６係 

署 ３係 

１支署 

２分遣所 

 

 

高規格救急車 ４ 

21. 2 

6 

8 

屈折はしご車１台更新 

水防車更新 

動員車更新 

110 106 

  

22. 1 

 

22. 3 

 

22.12 

小型動力ポンプ付軽消防自動車（損害

保険協会寄贈）消防団本部に配置 

指令台機器更新及び位置情報通知シ

ステムの導入 

水槽付消防車１台更新（CD-ⅠＣＡＦＳ付） 

110 106 

  

23. 1 

 

     3 

高規格救急車に１台更新（全国共済農業

共同組合連合会・ＪＡあいら伊豆寄贈）    

吉田分遣所に高規格救急車１台配置 

110 106 

 高規格救急車 ５ 

 

 24. 2 水槽付消防車１台更新（水Ⅱ ＣＡＦＳ付） 110 105   
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3 

高規格救急車 1 台更新 

救助工作車Ⅲ型増車本署配置に伴い、 

旧救助工作車を対島支署に配置した。 

 

救助工作車 ２ 

25. 3 査察車・指揮車更新 110 105   

26. 3 

 

水槽付消防車１台更新（水Ⅱ ＣＡＦＳ付） 

小型動力ポンプ付軽消防自動車（総務省消

防庁無償貸与）対島支署に配置 

110 106 

  

27. 2 

27. 3 

高規格救急車 1 台更新 

静岡県消防防災航空隊１名派遣 
110 105 

  

28. 2 

28. 3 

駿東伊豆消防指令センター共同運用 

伊東市消防本部・消防署閉署 
110 105 

  

28. 4 駿東伊豆消防組合発足 

伊東消防署 

八幡野分署 

宇佐美出張所 

吉田出張所に変更 

  

  

 

３ 消防団の歩み（消防本部発足～現在） 

昭和２５年４月、常設消防開設後の消防団は幾度か機構改革し、手引動力ポンプから逐次自動

車ポンプへと機械化を図ってきた。市村合併により分団数が増加したが少数精鋭主義をとり、機

械器具の点検手入れ及び消防技術の訓練に重きをおき、田方支部のポンプ操法競技大会に幾

度か優勝するなど成績は輝かしいものがある。昭和３４年に日本消防協会表彰旗、昭和４５年に

は自治省（現総務省）消防庁表彰旗表彰を受けている。 

また、常に常設消防と一体となり消防任務の達成に努め、特に多数の人員を必要とする林野火

災や昭和３３年９月の狩野川台風での活躍をはじめ、昭和６３年１２月の松原火災（全焼２５棟・半

焼２棟・部分焼１９棟）、平成元年７月の伊豆半島東方沖群発地震、海底火山噴火（警戒延べ人員

４，６４７人）、平成１６年１０月９日の宇佐美地区及び市内各所に多大な被害を及ぼした台風２２

号など、幾多の災害に対する消防活動には特筆すべきものがある。なお、火災期の１２月から翌

年２月までは全分団が夜警に当たり、その出動は迅速で大きな消防戦力となっている。 

消防団の歩みの大要は次のとおり。 

年 月 略    記 
現    況 

定 員 分団数 機   械 

昭 25.4 伊東市消防本部発足当時の消防団 620 ９ ポンプ車６.手引３ 

26.4 機構改革 357 ９  

30.4 機構改革（宇佐美村・対島村合併） 665 15 ポンプ車 11. 手引 11 

38.4 機構改革 665 17 ポンプ車 17. 手引３ 
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40.4 機構改革 507 17 ポンプ車 17. 手引２ 

48.3 機構改革 506 17 ポンプ車 17.小型動力４ 

平 28.3 現勢（詳細本号Ｐ10 のとおり) 506 17 
ポンプ車 17.小型動力 17 

小型動力ﾎﾟﾝﾌﾟ付軽消防車２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



   

 

 

総 務 
 

 

 

 

 

本部・署・支署・分遣所の位置、庁舎の状況……10 

伊東市の消防力配置状況    ……11 

組 織 機 構    ……12 

事 務 分 掌    ……13 

過去５年間の消防費    ……14 

消 防 職 員 配 置 状 況    ……15 

消防職員勤続年数状況    ……16 

消防職員階級別年齢状況    ……17 

消防吏員消防学校等派遣状況   ……18 

消防吏員所持免許・資格状況   ……19 

消防施設見学・視察・訓練指導状況  ……20 

 



区　分

署所別
敷　地 建　物

 昭和25年4月13日　開署

 昭和45年5月13日　和田一丁目に移転

 平成12年3月9日　現在地に移転　

 平成28年4月　駿東伊豆消防本部発足

 伊東消防署に変更

支署  昭和44年3月

318.96㎡  八幡野分遣所開設 （第14分団と併設）

14分団  平成4年9月28日　現在地に移転し

106.92㎡  支署に変更  （第14分団と併設）

計  平成28年4月　八幡野分署に変更　　

425.88㎡

 昭和33年7月 開設

 昭和63年7月13日　新築

 （第11分団と併設）

 平成28年4月　宇佐美出張所に変更

 昭和55年4月1日　開設

 （吉田区画記念会館、第8分団と併設）

 平成28年4月　吉田出張所に変更

本部・署・支署・分遣所の位置、庁舎の状況

（平成28年3月31日現在）

伊東市桜木町
一丁目1番3号

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ
造　　5階建

1910.75㎡ 2864.68㎡

所在地 構　造

面　　積

設　置　年　月　日

消
防
本
部

消
防
署

吉
田
分
遣
所

宇
佐
美
分
遣
所

鉄骨造
2階建

伊東市吉田
571番地の2

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ
造　　2階建

鉄骨造
2階建

伊東市宇佐美
1641番地の7

伊東市八幡野
1189番地の
107

654.17㎡

1946.18㎡ 900.36㎡

284.26㎡522.79㎡

対
島
支
署
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（平成28年3月31日現在）

予 備 ポンプ自動車

予 備 救 急 車

予

予

予

予
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（平成28年3月31日現在）

企 画 係消
防
本
部

※　企画指令課指令係は平成28年2月1日駿東伊豆消防指令センターの共同運用開始に伴い業務を移行した。

予 防 係

危 険 物 係

企 画 指 令 課

予 防 課

消
防
長

市
　
長

警 防 係

査 察 係

救 急 係

消 防 総 務 課
庶 務 係

管 理 係

消
防
団

組　　織　　機　　構

第 10 分 団

第 12 分 団

第 11 分 団

第 6 分 団

第 5 分 団

第 4 分 団

第 3 分 団

第 2 分 団

第 １ 方 面 隊

宇佐美分遣所

吉 田 分 遣 所

消 防 署

対 島 支 署

第 ２ 方 面 隊

第 1 分 団

第 16 分 団

第 15 分 団

第 14 分 団

第 7 分 団

第 ３ 方 面 隊

第 ４ 方 面 隊

第 13 分 団

第 17 分 団

第 9 分 団

第 8 分 団
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６　自動車、機械器具等の整備及び修繕に関すること。

２　消防統計及び消防情報に関すること。

８　消防協力団体等の指導及び育成に関すること。

企 画 係

消

防

長

企
画
指
令
課

５　全焼の建物火災、鉄道車両火災及び航空機火災の原因及び損
４　建築物等の同意事務に関すること。

※　企画指令課指令係は平成28年2月1日駿東伊豆消防指令センターの共同運用開始に伴い業務移行した。

消
防
総
務
課

２　課の庶務に関すること。

５　消防庁舎の維持管理に関すること。
管 理 係

６　公印の管守に関すること。

１　消防計画に関すること。

　害の調査に関すること。
６　消防広報に関すること。
７　火災等の証明に関すること。

（平成28年3月31日現在）

８　物品の調達及び保管に関すること。

庶 務 係

３　職員の研修派遣に関すること。

９　各課の連絡調整に関すること。

予 防 係

５　職員の公務災害補償に関すること。
４　職員の福利及び厚生に関すること。

２　消防用設備等の指導及び検査に関すること。
３　防火管理者及び消防設備士に関すること。

８　防火協力団体の指導及び育成に関すること。
９　課の庶務に関すること。
１　危険物等の許認可、検査及び取締りに関すること。
２　少量危険物及び指定可燃物に関すること。
３　圧縮ｱｾﾁﾚﾝｶﾞｽ、液化石油ガス等に関すること。
４　煙火の消費に関すること。

４　消防機械器具の運用に関すること。
５　署員の研修、福利厚生に関すること。

５　危険物取扱者に関すること。

９　ガス事業法（昭和29年法律第51号）に関すること。

６　危険物関係防火協力団体の指導及び育成に関すること。
７　液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する

８　高圧ガス保安法（昭和26年法律第204号）に関すること。
　法律（昭和42年法律第149号）に関すること。

５　その他、火災予防に関すること。
１　救急搬送業務に関すること。
２　医療機関との連絡、調整に関すること。
３　救急技術の研究、訓練に関すること。

１　水火災、地震等の警戒防ぎょに関すること。

１　水火災、地震等の警戒防ぎょに関すること。

１　防火対象物等の予防査察に関すること。
２　危険物製造所等の保安に関すること。

２　警防技術の研究及び訓練に関すること。
３　警防調査に関すること。

支署・分遣所

査 察 係

救 急 係

３　防火対象物等の予防査察に関すること。
４　防火の指導、訓練に関すること。

４　救急統計に関すること。
５　救急搬送の証明に関すること。

３　防火の指導、訓練に関すること。

６　その他署長が命ずる事項

事 務 分 掌

１　火災予防に関すること。

10　消防本部の庶務及び財務に関すること。

１　消防組織に関すること。

７　文書及び物件の収発及び保管に関すること。

２　職員の人事及び給与に関すること。

１　消防の広域化に関すること。

７　消防相互応援等に関すること。

３　消防団に関すること。
４　消防施設、装備等の維持管理に関すること。

５　救急搬送業務に関すること。

予

防

課

消

防

署

　船舶火災、その他の火災の原因及び損害の調査に関すること。

６　署の庶務に関すること。
７　特別救助隊に関すること。

危 険 物 係

警 防 係

４　半焼以下の建物火災、林野火災、車両（鉄道車両を除く）火災、

２　警防調査に関すること。
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区 分

年度別

総　額

(千円）

常　備

消防費
(千円）

非常備

消防費
(千円）

消　防

施設費
(千円）

水防費

(千円）

災　害

対策費
(千円）

平成24年度 1,035,947 795,624 69,530 101,547 166 69,080 14,059 73,684

平成25年度 1,206,247 792,596 70,987 101,833 156 240,675 16,566 72,816

平成26年度 1,373,483 788,386 73,965 405,978 142 105,012 19,101 71,906

平成27年度 1,400,234 813,668 77,012 400,056 163 109,335 19,507 71,782

平成28年度

　     　　　　　　　　　　　　　（外国人登録を含む）

　駿東伊豆消防組合の負担金870,648千円

消　　防　　費　　（当初）
人口1人

当たり

(円）

人口

4月1日
現在

(人）

過 去 5 年 間 の 消 防 費
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消

防

監

消
防
司
令
長

消

防

司

令

消
防
司
令
補

消

防

士

長

消
防
副
士
長

消

防

士

1 1

庶   務   係 1 1

管   理   係 1 1 2 1

企

画

指

令

課

企   画   係 1 2 3

予　 防 　係 2 2 1

危 険 物 係 1 1  

警　 防   係 8 8 3 1 6

査   察   係 3 3 1 2

救　 急   係 1 3 5

3 6 2 2 5 18

3 3  3 9

3 5 1 9

3 1 4

1 4 25 31 23 3 17 1 105

駿東伊豆消防指令センター

吉　田　 分　遣　所

（平成28年3月31日現在）

消　　防　　吏　　員

計

区　　　　分

配　　　　置

1 8本
　
　
 
 

部

消
 
 
　
防
　
 
 

署

本
　
 
 

署

対　　島　　支　　署

宇 佐 美  分 遣 所

消   防   長

予
 

防
 

課

消
防
総
務
課

※　企画指令課指令係は平成28年2月1日駿東伊豆消防指令センターの共同運用開始に伴い業務を移行した。

　　　　消　防　職　員　配　置　状　況

事

務

職

員

1

45

1 8

合　　　　計
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　　　　　　階級別

勤続年数

１年 4 4
２年 3 3
３年 2 1 3
４年 3 3
５年 2 5 7
６年
７年 2 2
８年 4 4
９年 5 1 6

１０年 4 4
１１年 3 3
１２年
１３年 1 1 2
１４年
１５年
１６年
１７年
１８年 4 4
１９年 1 5 2 8
２０年 3 3
２１年 3 1 4
２２年
２３年 1 1
２４年 2 5 7
２５年
２６年
２７年
２８年 3 3
２９年 2 2 4
３０年 4 1 5
３１年
３２年 1 3 1 5
３３年 1 3 1 5
３４年
３５年
３６年 1 1 2
３７年 1 1 2
３８年 1 1
３９年 2 2
４０年 1 1
４１年 1 1 1 3
４２年 3 1 4

合計 1 4 25 31 23 3 17 1 105

  消 防 職 員 勤 続 年 数 状 況
　　　　(平成28年3月31日現在）

事

務

吏

員

消
防
副
士
長

消

防

士

消

防

監

消
防
司
令
長

消

防

司

令

消
防
司
令
補

消

防

士

長

合
　
計
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　　階級

実 員

年齢 1 4 25 31 23 3 17 1 105

19 2 2
20 1 1
21 2 2
22 3 3
23 4 4
24 2 2
25 2 2
26 2 2
27 1 1 2
28 2 1 3
29 4 4
30 1 1 2
31 1 1
32 1 1 2
33 1 1
34 4 4
35 1 1
36 1 1
37 1 4 4 9
38 1 1
39 2 1 1 4
40 3 3
41 1 1
42 4 4
43 2 2
44 2 2
45 2 1 3
46
47 1 1 2
48 3 1 4
49
50 1 1
51 3 3
52 2 1 3
53 2 2
54 1 1 2
55 1 1 2 1 5
56 1 2 3
57 3 3
58 1 1 2
59 1 1 1 3
60 3 1 4

平均年齢 59.0 56.0 52.4 44.0 32.9 29.0 18.8 39.0 39.6

     　(平成28年3月31日現在）

  消 防 職 員 階 級 別 年 齢 状 況

合
　
計

事

務

吏

員

消

防

士

長

消
防
副
士
長

消

 
防

 
士

消

 
防

 
監

消
防
司
令
長

消

防

司

令

消
防
司
令
補
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 　 年度別 H10年 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

 科目別 以前 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

97 2 3 4 6 4 3 7 3 2 3 4 138

14 14

12 1 13

15 2 2 1 1 21

14 1 1 1 17

1 1 1 1 1 2 7

1 1

7 1 8

1 1 1 3

13 1 1 1 1 1 1 1 2 2 3 3 30

31 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 41

22 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 35

13 13

2 2

64 64

26 26

8 4 3 2 2 1 1 21

2 1 2 5 4 5 4 5 5 5 6 44

5 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 22

3 3 6

2 2

2 1 1 4

1 1 1 3

1 1

10 1 11

1 1 1 3

1 1  2

上　　　級 1 1 1 1 1 1 6

警　　　防 7 1 8

予　　　防 2 1 1 1 5

救　　　助 1 1 1 3

救　　　急 3 3

幹部研修 3 1  4

幹部科 1 1 3 2 1 8

危険物科 1 1

火災調査科 1 1

違反是正講習 1 1 2

373 12 7 8 8 5 8 9 7 13 13 13 11 20 15 21 26 24 593

消 防 吏 員 消 防 学 校 等 派 遣 状 況
(平成28年3月31日現在）

特 殊 災 害 科

初 任 科

現 任 科

救 急 科 標 準 課 程

は し ご 車 運 用 科

危 険 物 課 程

水 難 救 助 科

救 助 課 程 （ 科 ）

火災調査課程（科）

初 級 幹 部 科

中 級 幹 部 科

救 急 科

救 急 救 命 士 養 成

救 急 科 Ⅰ 課 程

気管挿管・薬剤投与

合計

上 級 幹 部 科

警 防 科

救 急 科 Ⅱ 課 程

災 害 対 策 課 程

緊 急 車 運 転 課 程

機 関 運 用 課 程

ビデオ喉頭鏡講習

救 急 隊 長 課 程

計

予防査察課程（科）

薬 剤 投 与 講 習 会

気 管 挿 管 講 習 会

消
防
大
学

無 線 通 信 課 程
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　　消 防 吏 員 所 持 免 許 ・ 資 格 状 況
　　　　　　　　(平成28年3月31日現在）

消

防

監

消
防
司
令
長

消

防

司

令

消
防
司
令
補

消

防

士

長

消
防
副
士
長

消

防

士

合
　
計

 人　員 1 4 25 31 23 3 17 104

1 3 22 29 22 3 8 88

13 13

1 1 11 10 7 5 35

4 2 6

1 2 1 1 5

1 4 4 2 1 12

甲　種 0

乙　種 1 2 20 26 22 3 13 87

甲　種 1 1 2

乙　種 1 7 2 2 1 13

1 1 3 1 6

2 17 17 18 1 3 58

2 6 11 3 22

6 1 7

4 3 8 2 17

1 1

1 1

1 3 13 21 23 3 17 81

1 1 14 6 2 24

1 1 2

1 10 5 1 17

1 3 14 5 1 24

1 9 14 5 29

1 2 1 4

1 6 1 8

1 3 6 4 1 2 17

1 1 2

1 10 3 14

1 1

1 1 2

1 3 15 5 5 29

1 1 7 11 10 2 4 36
地 震 体 験 車 取 扱
資 格 者

ク レ ー ン

小 型 ポ ン プ 整 備
資 格 者

第 ２ 種 酸 素 欠 乏
主 任 資 格 者

消防設備点検資格者

防 火 対 象 物 資 格 者

予 防 技 術 資 格 者

ボ イ ラ ー 技 士

防 災 士

ガ ス 溶 接 技 能

玉 掛 技 能

衛 生 管 理 者

調 理 師

水 上 安 全 救 助 員

潜 水 士

自 動 車 整 備 士

電 気 工 事 士

特 殊 無 線 技 士

アマチュア無線技士

小 型 船 舶 操 縦 士

危険物取扱者

消 防 設 備 士

救 急 Ⅰ 課 程

救 急 課 程

救 急 救 命 士

　　　　　　　　　  階　級

　　  資　格

自
 

動
 

車
 

運

転
免
許

大 型 １ 種

普 通 １ 種

自 動 二 輪

大 型 特 殊

中 型 限 定 8 ｔ
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№ 訓練・視察種別 回数 人員

1 消火体験 23 897

2 煙体験 27 959

3 庁舎見学 15 420

4 車両見学 35 1,602

5 訓練見学 3 86

6 消火器訓練（消防訓練） 14 209

7 水消火器訓練（消防訓練） 19 234

8 消火栓訓練（消防訓練） 4 95

9 避難訓練（煙発生器使用） 19 2,446

10 避難訓練（避難器具使用） 1 36

11 夜間検証 8 224

12 自主防災会訓練 9 566

13 インターンシップ 2 18

14 応急手当（心肺蘇生・三角巾等） 48 1,027

15 普通救命講習 45 383

16 防災講話等 3 601

17 その他 12 593

消 防 施 設 見 学 ・ 視 察 ・ 訓 練 指 導 状 況

（平成27年1月1日～平成27年12月31日）

- 20 -



   

 

 

企画指令 
 

 

 

１１９番等受信状況   ……21 

気 象 状 況   ……22 

 



受付種別 件数
一般電話
（１１９）

携帯電話
（１１９）

IP電話
（１１９）

１１９番以外

火災通報 18 5 9 4 0

救急通報 4,396 2,067 1,172 584 573

救助通報 42 13 21 6 2

警戒通報 112 60 32 7 13

災害通報 474 134 108 80 152

問い合わせ 266 88 136 38 4

病院案内 142 45 77 11 9

訓練 945 708 43 176 18

試験 315 291 15 4 5

間違い 181 64 92 18 7

いたずら 38 10 19 1 8

その他 417 53 127 62 175

合計 7,346 3,538 1,851 991 966

ー21－

※　１１９番以外の欄は、一般加入電話・駆けつけ等を示します。

１ １ ９ 番 等 受 信 状 況
（平成２７年１月１日～１２月３１日）

※　本表は通報件数を示すもので、実際の災害件数と異なる場合もあります。

火災通報

18件（0.2%）

救急通報

4396件 （59.8%）

救助通報

42件（0.6%）

警戒通報

112件（1.5%）

災害通報

474件（6.5%）

問い合わせ

266件（3.6%）

病院案内

142件（1.9%）

訓 練

945件（12.9%）

試 験

315件（4.3%）

間違い

181件（2.5%）

いたずら

38件（0.5%）

その他

417件（5.7%）



2015年 年  報

月 風速 風向 風速 風向 平均 最高 最低 平均 最高 最低 実効 現地 海面 10分間最大 1時間最大 日最大 月積算 累計
1 2.7 南南西 21.4 西南西 7.1 17.7 -0.1 65.4 98 17.7 64.9 1012.5 1014.8 3 11.5 41 139.5 139.5
2 2.9 南南西 19.9 南西 7.5 21.3 0 63.6 98 20.5 64.4 1012.6 1014.8 1.5 7 18.5 52 191.5
3 3.2 北北東 23.6 南西 11 23.7 2.2 61.2 97.7 15.5 61 1014.4 1016.6 4 17.5 71 193.5 385
4 2.9 北北東 26.1 西南西 15.4 26.9 4.6 69.2 97.5 17.5 68.3 1014.5 1016.6 2 9.5 73.5 184 569
5 2.4 南南西 25.7 西南西 20.8 30.7 11.3 64 97.2 21.3 63.9 1007.8 1009.9 8 38 68.5 112 681
6 1.8 南南西 22.2 西南西 21.7 30.2 14.4 73.3 97.4 34.4 72.5 1006.4 1008.5 4 15 44.5 214 895
7 2.5 南西 27.9 南西 26.5 36 18.8 73 96.9 34.4 73 1007.5 1009.6 7.5 28 115 475 1370
8 2.1 北北東 17.6 南西 27.4 37.4 18.9 71.9 96.6 38.6 71.1 1007.2 1009.2 11 34.5 69.5 157 1527
9 2.3 南南西 18 北北東 22.9 32.3 15.7 75.9 96.9 25.8 76.5 1010.1 1012.1 9 27.5 81 482.5 2009.5
10 2.8 南南西 29.7 南南西 18.8 28.8 10.1 66.8 97.2 23.3 66.8 1013.1 1015.2 15 24 24 70 2079.5
11 2.6 南南西 18.8 南西 15.1 23.7 6 73.2 97.4 21.1 73 1018.7 1020.9 5 15 55.5 201 2280.5
12 3.1 南南西 24.2 南西 11.1 24.8 2.7 64.4 97.5 27.7 64 1016.7 1018.9 6.5 26 119 158.5 2439

平均 2.6 南南西 17.1 68.5 68.3 1011.8 1013.9
最高 13.6 南南西 29.7 南南西 37.4 98 88.8 1032.3 1034.5 15 38 119 482.5
最低 -0.1 15.5 45.6 988.2 990.2

風向頻度 北 北北東 北東 東北東 東 東南東 南東 南南東 南 南南西 南西 西南西 西 西北西 北西 北北西 静穏 　
(%) 0.2 31.3 2.5 0.2 0.2 0 0.2 0.7 0.2 42.1 10 11.8 0 0 0 0 0.6

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合計

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

0 0 0 0 0 0 1 0 3 0 0 1 5

0 0 0 0 0 0 2 0 3 0 0 0 5

0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

20 16 19 3 3 1 0 2 2 9 6 19 100

16 15 22 21 18 5 19 9 10 18 15 17 185

2 2 2 1 2 0 1 5 2 3 2 1 23

風速10ｍ/s以上の日数

火 災 件 数

伊東市消防本部　　　　(標高　18m)
気　　圧 雨　　　　量 (mm)平　均 (m/s) 瞬間最大 (m/s) 気　　温 (℃) 湿　　度 (%)

火 災 気 象 通 報

波 浪 警 報

津 波 警 報

高 潮 警 報

大 雪 警 報

暴 風 警 報

大 雨 警 報

洪 水 警 報

-
22 -



 
 

 

 

 

警 防 

救 助 
 

 

 

 

 

消防ポンプ自動車等配置状況  ……23 

火災及び災害等車両別出動状況  ……24   

地区別消防水利状況   ……25 

救 助 器 具 保 有 状 況   ……26 

救 助 活 動 状 況   ……27 

 

 

 

 

 



排気量

配置 （ℓ）

水 防 車 トヨタ  H 21 2.49

防 災 広 報 車 マツダ  H 12 1.83

広 報 車 № １ ダイハツ  H 20 0.65

広 報 車 № ２ トヨタ  H 28 1.49

査 察 車 トヨタ  H 25 1.79

資機材搬送車№２ スバル  H 20 0.65

軽 消 防 車 スバル  H 22 0.65 富士ロビン

軽 消 防 車 ダイハツ  H 26 0.65 トーハツ

水槽付ポンプ第１号車 日  野  H 24 6.40 モリタ
水－Ⅱ
CAFS

水槽付ポンプ第２号車 いすゞ  H 17 4.77 日  機 CD－Ⅰ

水槽車（消防ポンプ付） いすゞ  H 18 15.68 日  機 10t

救 助 工 作 車 ４ １ 日  野  H 24 6.40 帝商 Ⅲ型

は し ご 車 日  野  H 21 8.86 モリタ 屈折25m

救 急 第 １ 号 車  トヨタ  H 20 2.69 高規格

指 揮 車 三　菱  H 25 2.35

動 員 車 トヨタ  H 21 2.69

積 載 車 日　野  H 19 4.00

資 機 材 搬 送 車 スバル  H 18 0.65

非常用救急自動車 トヨタ  H 19 2.69 高規格

水槽付ポンプ第６号車 日  野  H 26 6.40 モリタ
水－Ⅱ
CAFS

救 急 第 ６ 号 車 日  産  H 24 2.69 高規格

救 助 工 作 車 ４ ０ 日  野  H  8 7.96

水槽付ポンプ第５号車 日　野  H 22 4.00 モリタ
CD－Ⅰ
CAFS

救 急 第 ５ 号 車 トヨタ  H 27 2.69 高規格

水槽付ポンプ第７号車 日  野  H 19 6.40 日  機 水－Ⅱ

救 急 第 ７ 号 車 トヨタ  H 23 2.69 高規格

Ｂ ２

消防ポンプ自動車等配置状況　
（平成28年3月31日現在）

 　　　種        別　　　 車 種 年 式 ポ ン プ 級　別 備　考

Ａ ２

対
島
支
署

Ａ ２

本

署

Ａ ２

Ａ ２

Ａ ２

 備考　　上記消防ポンプ車以外にＣ１級小型動力ポンプを、署７台・団17台・地域自主防災会に
 　　　　５７台（消防水利に併設）を設置している。
            非常用消防ポンプ自動車（予備車）は市役所地下駐車場に配置

Ｂ ２

本

部

宇佐美

分遣所

Ａ ２

吉　田

分遣所

Ａ ２

- 23  -



救
助
工
作
車

救
助
工
作
車

41 40

4 37 0 2 0 2 0 0 1 0 22 2 0 1 6 1 78

6 32 0 4 0 1 0 0 1 0 11 1 0 0 2 0 58

5 36 1 2 0 0 0 0 0 0 15 1 0 2 4 0 66

5 30 0 3 0 0 0 0 1 0 11 1 0 0 1 0 52

10 34 1 3 0 0 0 0 1 0 11 2 0 1 5 0 68

5 24 0 5 0 0 0 0 0 0 12 0 0 4 1 0 51

4 21 0 9 1 0 0 0 6 0 8 2 0 3 3 0 57

11 25 1 5 0 0 0 0 3 0 19 2 0 1 7 0 74

5 26 0 9 0 5 0 0 0 0 10 0 0 1 5 0 61

0 25 0 2 0 1 0 0 1 0 14 1 0 3 2 2 51

9 30 0 5 1 0 0 0 1 0 8 1 0 2 3 0 60

4 26 0 2 0 2 0 0 0 0 9 0 0 0 6 1 50

68 346 3 51 2 11 0 0 15 0 150 13 0 18 45 4 726

指

揮

車

動

員

車

火 災 及 び 災 害 等 車 両 別 出 動 状 況
     （平成２７年１月１日～平成２７年１２月３１日）

月
別

車
両
別

本　　　　署 対島支署

計

第

５

号

車

宇

佐

美

分

遣

所

積

載

車

資
機
材
搬
送
車

軽

消

防

車

第

６

号

車

軽

消

防

車

第

７

号

車

吉

田

分

遣

所

予

備

車

8月

1月

第

１

号

車

第

２

号

車

第

３

号

車

は

し

ご

車

2月

9月

10月

11月

12月

計

3月

4月

5月

6月

7月
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　区　分

耐
震

耐
震

耐
震

耐
震

耐
震

100 60 40 100 60 40 20 60 40 100 60 40 20

ｍ3

～ ～ ｍ3

～ ～ ～ ～ ～ ｍ3

～ ～ ～

所 属 別 100 60 100 60 40 100 60 100 60 40

以
上 ｍ3 ｍ3 以

上 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 以
上 ｍ3 ｍ3 ｍ3

57 1 4 12 2 1 5 3 1 4

81 2 3 5 1 1 7 1 1 3 6

136 5 2 6 1 8 6 1 3 4 3 2

28 1 3 1 1 2

171 5 2 2 5 16 3 2 4 15 1 12 11

64 2 2 1 3 1 27 1 1 6 2 12

100 4 4 3 17 1 6 2 3 3 1

74 1 1 1 3 16 1 1 9 4 3

65 4 2 9 19 2 2 1 9 2 1

58 1 1 11 1 1 1

25 1 2 3 19 5 1

71 4 1 2 3 2 10 2 3 5

79 3 1 2 2 108 2 16 2 3

105 5 1 2 1 9 1 156 2 12 2 3 26 2 5 2

103 4 2 7 1 184 11 2 18 6 1 3

40 1 1 2 1 49 3 1

6 1 1 2 121 1 1 6 2 1

1,263 44 6 26 2 3 69 11 777 3 34 9 18 138 8 49 16 50合　　計

※　簡易防火水槽（１０㎥）は１１個

※　私設耐震防火水槽１００㎥以上はなし

宇佐美管内（第１１分団）

宇佐美管内（第１２分団）

富戸管内（第１３分団）

八幡野管内（第１４分団）

池 管 内 （ 第 １ ５ 分 団 ）

赤沢管内（第１６分団）

鎌 田 管 内 （ 第 ６ 分 団 ）

川 奈 管 内 （ 第 ７ 分 団 ）

吉 田 管 内 （ 第 ８ 分 団 ）

荻 管 内 （ 第 ９ 分 団 ）

十足管内（第１７分団）

宇佐美管内（第１０分団）

防 火 水 槽

湯 川 管 内 （ 第 1 分 団 ）

松 原 管 内 （ 第 ２ 分 団 ）

玖須美管内（第３分団）

新 井 管 内 （ 第 ４ 分 団 ）

岡 管 内 （ 第 ５ 分 団 ）

地　区　別　消　防　水　利　状　況
（平成28年3月31日現在）

公　　　　設 私　　　　設

プ
ー

ル

海
・
湖

河
川
・
溝
・
濠
・
池
等

消
火
栓

防 火 水 槽

消
火
栓
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区　　分 機械器具名 数　量 区　　分 機械器具名 数　量

かぎ付き梯子 7 送排風器 6

三連梯子 10 エアラインマスク 0

金属製折りたたみ梯子 5 耐電手袋 15

空気式救助マット 3 耐電衣 9

救命索発射銃 3 耐電ズボン 9

ｻﾊﾞｲﾊﾞｰｽﾘﾝｸﾞ又は救助用縛帯 8 耐電長靴 9

平担架 2 防塵メガネ 7

油圧ジャッキ 6 携帯警報器 5

油圧スプレッダー 6 防毒マスク 5

可搬ウインチ 6 化学防護服（陽圧式を除く） 61

ﾏﾝﾎｰﾙ救助器具 2 陽圧式化学防護服 6

救助用簡易起重機 1 耐熱服 4

マット型空気ジャッキ 3 放射線防護服 6

大型油圧スプレッダｰ 4 特殊ヘルメット 0

救助用支柱器具 1 除染シャワー 0

チェーンブロック 6 除染剤散布器 0

油圧切断機 0 潜水器具 6

エンジンカッター 22 救命胴衣 56

ガス溶断機 2 水中投光器 8

チェーンソー 31 救命浮環 8

鉄線カッター 14 浮標 1

空気鋸 3 救命ボート 1

大型油圧切断機 5 画像探索機 2

空気切断機 1 地中音響探知機 1

ｺﾝｸﾘｰﾄ鉄筋切断用ﾁｪﾝｿｰ 0 熱画像直視装置 2

万能斧 17 夜間用暗視装置 1

ハンマー 8 地震警報器 1

携帯用ｺﾝｸﾘｰﾄ破壊器具 7 登山器具 0

削岩機 7 バスケット型担架 5

ハンマドリル 8 検索器具 簡易画像探索器 2

生物剤検知器 0 投光器 18

可燃性ガス測定器 21 携帯投光器 31

有毒ガス測定器 7 携帯拡声器 14

酸素濃度測定器 6 携帯無線機 64

放射線測定器 9 応急処置用セット 8

空気呼吸器 45 車両移動器具 2

空気補充用ボンベ 3 緩降機 3

酸素呼吸器 0 ロープ登降機 0

簡易呼吸器 0 救助用降下機 0

防塵マスク 9 発電機 22

※　救急積載資機材は含まない。

救 助 器 具 保 有 状 況
（平成28年3月31日現在）

一 般 用
救助器具

空気保護
用 器 具

隊　　員
保 護 用
器     具

重 量 物
排 除 用
器     具

除染用
器   具

切断用
器　 具

水難救助
用 器 具

高度救助
資機材

破壊用
器　 具 山岳救助

用 器 具

測定用
器　具

その他の
救助用
器   具

空気保護
用 器 具
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区
分

 
事
故
種
別

建

物

火

災

建

物

以

外

の

火

災

交

通

事

故

水

難

事

故

風

水

害

等

自

然

災

害

機

　
械

　
に

よ

る

事

故

建

物

等

に

よ

る

事

故

ガ

ス

及

び

酸

欠

事

故

破

裂

事

故

そ
の
他
の
事
故

合
　
　
計

0 0 13 7 0 1 1 0 0 19 41

0 0 8 4 0 1 1 0 0 13 27

0 0 10 3 0 1 1 0 0 14 29

0 0 47 27 0 3 2 0 0 55 134

0 0 171 84 0 12 9 0 0 193 469

区
分

 
事
故
種
別

建

物

火

災

建

物

以

外

の

火

災

交

通

事

故

水

難

事

故

風

水

害

等

自

然

災

害

機

　
械

　
に

よ

る

事

故

建

物

等

に

よ

る

事

故

ガ

ス

及

び

酸

欠

事

故

破

裂

事

故

そ
の
他
の
事
故

合
　
　
計

0 0 0 2 0 0 0 0 0 2 4

0 0 1 0 0 0 0 0 0 3 4

0 0 3 0 0 0 0 0 0 5 8

0 0 5 1 0 1 0 0 0 1 8

0 0 1 0 0 0 1 0 0 3 5

0 0 10 3 0 1 1 0 0 14 29

救 助 活 動 状 況

１　救助出動種別 （平成27年1月1日～平成27年12月31日）

出動件数

活動件数

救助者数

出動車両

出動人員

２　救助者の等症程度

等
症
別

死　亡

重　症

中等症

軽　症

無　症

救助者数

３　方面隊別発生件数

第１方面隊 第２方面隊 第３方面隊 第４方面隊 区域外 合計

15 10 6 10 0 41
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     救急業務開始以来の救急活動状況   ……28 

月 別 救 急 出 動 状 況    ……29 

地 域 別 出 動 状 況    ……30 

年齢別・事故種別搬送人員    ……31 

男女別・傷病程度別搬送人員   ……32 

署所別・月別、署所別・事故別出動状況 ……33 

応 急 処 置 件 数    ……34 

現場到着所要時間別出動件数   ……35 

医療機関収容所要時間別搬送人員   ……35 

管内管外別搬送人員    ……35 

過去５年間の救急搬送状況    ……36 



種別
 年

昭和４１年 61 23 51 32 167 ７月１９日開始

昭和４２年 156 54 145 77 432 

昭和４３年 199 64 202 80 545 26.1％

昭和４４年 245 86 274 129 734 34.6％

昭和４５年 278 89 295 121 783 6.6％

昭和４６年 289 116 354 114 873 11.5％

昭和４７年 323 141 390 105 959 9.9％

昭和４８年 292 229 601 98 1,220 27.2％

昭和４９年 277 232 573 102 1,184  △　 3.0％

昭和５０年 252 270 652 133 1,307 10.4％

昭和５１年 251 264 649 185 1,349 3.2％

昭和５２年 248 270 740 224 1,482 9.9％

昭和５３年 265 291 741 235 1,532 3.4％

昭和５４年 240 302 714 254 1,510  △　 1.4％

昭和５５年 315 285 825 293 1,718 13.8％

昭和５６年 285 338 927 277 1,827 6.3％

昭和５７年 362 333 1,024 322 2,041 11.7％

昭和５８年 405 306 1,046 294 2,051 0.5％

昭和５９年 400 328 1,067 314 2,109 2.8％

昭和６０年 403 348 1,164 366 2,281 8.2％

昭和６１年 425 371 1,265 442 2,503 9.7％

昭和６２年 422 364 1,219 448 2,453  △　 2.0％

昭和６３年 440 338 1,258 550 2,586 5.4％

平成　１年 475 376 1,351 540 2,742 6.0％

平成　２年 430 430 1,499 497 2,856 4.2％

平成　３年 473 432 1,524 568 2,997 4.9％

平成　４年 424 423 1,564 593 3,004 0.2％

平成　５年 449 431 1,550 554 2,984  △　 0.7％

平成　６年 417 469 1,754 594 3,234 8.4％

平成　７年 452 479 1,713 538 3,182  △　 1.6％

平成　８年 411 475 1,832 673 3,391 6.6％

平成　９年 368 502 1,895 620 3,385  △   0.2％

平成１０年 351 537 1,993 715 3,596 6.2％

平成１１年 358 590 2,039 747 3,734 3.8％

平成１２年 396 627 2,045 894 3,962 6.1％

平成１３年 369 671 2,261 735 4,036 1.9％

平成１４年 339 680 2,417 715 4,151 2.8％

平成１５年 337 659 2,407 727 4,130  △   0.5％

平成１６年 339 736 2,509 850 4,434 7.4％

平成１７年 308 740 2,429 816 4,293  △   3.2％

平成１８年 270 667 2,583 858 4,378  2.0％

平成１９年 291 639 2,670 842 4,442  1.5％

平成２０年 274 692 2,469 818 4,253  △   4.3％

平成２１年 265 659 2,575 751 4,250  △   0.1％

平成２２年 287 702 2,714 842 4,545 6.9％

平成２３年 307 762 2,777 818 4,664 2.6％

平成２４年 304 790 2,734 742 4,579  △   1.8％

平成２５年 273 763 2,858 729 4,623     1.0％

平成２６年 242 762 2,813 752 4,569 △   1.2％

平成２７年 237 717 2,860 657 4,471  △   2.1％

※その他は交通・一般負傷・急病以外の事故等の種別の合計である。

　 救 急 業 務 開 始 以 来 の 救 急 活 動 状 況

交　　通 一般負傷 急　　病 その他 計
前　年　比
（増減率）
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月 種別 自 然 水 難 交 通 労 災 運 動 一 般 加 害 自 損
別  区別 計 災 害 事 故 事 故 事 故 競 技 負 傷 事 故 行 為

出動件数 467 18 4 1 73 4 6 292 69
搬送件数 428 13 4 1 66 4 4 271 65
搬送人員 429 14 4 1 66 4 4 271 65
出動件数 339 1 13 32 2 2 239 50
搬送件数 319 1 12 31 1 1 225 48
搬送人員 322 1 15 31 1 1 225 48
出動件数 408 1 2 19 2 51 3 3 269 58
搬送件数 381 1 15 2 48 3 2 255 55
搬送人員 387 1 19 2 49 3 2 255 56
出動件数 368 20 3 1 70 2 2 220 50
搬送件数 354 19 3 1 69 1 1 214 46
搬送人員 362 26 3 1 70 1 1 214 46
出動件数 346 1 22 1 2 63 5 222 30
搬送件数 331 1 21 1 2 62 4 211 29
搬送人員 333 2 22 1 2 62 4 211 29
出動件数 338 22 4 1 51 6 6 211 37
搬送件数 315 21 4 1 46 6 2 201 34
搬送人員 324 30 4 1 46 6 2 201 34
出動件数 366 1 4 17 4 59 1 240 40
搬送件数 342 1 3 16 4 53 1 233 31
搬送人員 349 1 3 23 4 53 1 233 31
出動件数 416 9 21 4 1 81 1 266 33
搬送件数 394 9 19 4 1 79 1 254 27
搬送人員 400 10 22 4 2 80 1 254 27
出動件数 333 25 1 56 2 216 33
搬送件数 319 24 1 54 1 208 31
搬送人員 322 27 1 54 1 208 31
出動件数 359 23 3 1 50 3 231 48
搬送件数 340 23 3 1 48 3 220 42
搬送人員 346 29 3 1 48 3 220 42
出動件数 343 22 2 1 55 3 2 217 41
搬送件数 325 19 2 1 54 3 2 207 37
搬送人員 329 1 22 2 1 54 3 2 207 37
出動件数 388 15 4 76 2 1 237 53
搬送件数 363 15 4 72 2 1 221 48
搬送人員 370 19 4 73 2 1 223 48
出動件数 4,471 2 1 16 237 28 12 717 23 33 2,860 542
搬送件数 4,211 2 1 13 217 28 12 682 21 22 2,720 493
搬送人員 4,273 4 1 14 268 28 13 686 21 22 2,722 494

出動件数 4,569 5 1 20 242 30 39 762 26 42 2,813 589
搬送件数 4,262 3 1 15 222 30 39 732 20 29 2,634 537
搬送人員 4,306 3 1 15 256 30 44 735 20 29 2,636 537
出動件数 △ 98 △ 3 0 △ 4 △ 5 △ 2 △ 27 △ 45 △ 3 △ 9 47 △ 47
搬送件数 △ 51 △ 1 0 △ 2 △ 5 △ 2 △ 27 △ 50 1 △ 7 86 △ 44
搬送人員 △ 33 1 0 △ 1 12 △ 2 △ 31 △ 49 1 △ 7 86 △ 43

月　別　救　急　出　動　状　況
(平成27年1月1日～平成27年12月31日）

火 災 急 病 その他

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

計

     また、「その他」のうち転院搬送が495件あり、全体の11.1％を占めている。

前年の救急搬送状況 （平成26年中）

合計

増減

※　「急病」が全件数の64.0 ％を占め、「一般負傷」が（16.0％）、「交通」が（5.3％）であり、３種別が全体の85.3％

　を占めている。
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地 域 別 出 動 状 況 

方 面 別 救 急 出 動 状 況 

１ 旧 市 内 ２,０６２件 

２ 小 室 地 区   ７７５件 

３ 宇 佐 美 地 区  ５１４件 

４ 対 島 地 区 １,１１８件 

区域外への出動    ２件 

 合  計 ４,４７１件 

 

                                  留田 

                                  ７６件 

                       城宿 阿原田     

                                 山田 桑原 中里 

                             八幡 芝原 ３１０件 

             

                   初津 塩木道 峰 

 １２８件 

                        湯川 

                              ２５９件 

                                  松原 

                                  ３０６件     新井 

                               ８３件 

                                   

                            岡       玖須美     

                                   ７５３件     ４７５件    川奈 

                                                     ２９５件 

                 伊  

                              鎌田 

                 豆           １８６件  荻     吉田 

                                    ２３４件  １９０件      

                 市                      

                                               富戸 

                                 十足           ４６１件 

                                 ５６件         

                            池 

                            ８５件 

                                    八幡野 

                                     ４７２件 

 

                             赤沢 

                               １００件 

                     区域外 ２件 

東 伊 豆 町 

各地区の救急出動件数 

 

 



事

故

種

別

年
齢
別

165 2 12 59 85 7

87 1 1 20 4 17 1 38 5

161 1 37 1 21 3 1 86 11

154 3 22 3 6 17 6 4 84 9

220 1 4 33 3 2 19 1 1 132 24

315 1 2 33 4 39 3 7 189 37

651 53 10 81 2 3 420 82

1113 2 43 8 165 4 3 761 127

1407 1 15 268 2 2 927 192

4,273 4 1 14 268 28 13 686 21 22 2,722 494

年 齢 別 ・ 事 故 種 別 搬 送 人 員
(平成27年1月1日～平成27年12月31日）

交
 
通
 
事
 
故

計

20～29

30～39

40～49

50～59

60～69

70～79

80歳以上

０～９

10～19

計

火
　
　
 
 
 
災

自
 
然
 
災
 
害

水
 
難
 
事
 
故

そ
　
 
の
 
　
他

労
 
災
 
事
 
故

運
 
動
 
競
 
技

一
　
般
　
負
　
傷

加
　
害
　
事
　
故

自
　
損
　
行
　
為

急
　
　
　
　
　
病
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事

故

種

別

男 60 2 2 3 52 1

女 40 4 36

男 200 1 4 10 2 131 52

女 137 2 8 1 86 40

男 963 1 3 32 9 2 108 2 1 633 172

女 870 1 1 21 1 1 157 5 503 180

男 997 4 109 13 7 191 13 2 631 27

女 1,006 2 1 3 100 5 3 206 6 8 650 22

男

女

男 2,220 1 10 145 22 9 311 15 8 1,447 252

女 2,053 3 1 4 123 6 4 375 6 14 1,275 242

男 女 別 ・  傷 病 程 度 別 搬 送 人 員

急

　
　
　
　
　
病

そ

　
 

の

 
　
他

交

 
通

 
事

 
故

労

 
災

 
事

 
故

運

 
動

 
競

 
技

一

　
般

　
負

　
傷

(平成27年1月1日～平成27年12月31日）

軽
　
症

そ
の
他

加

　
害

　
事

　
故

自

　
損

　
行

　
為

火

　
　
 
 
 

災

自

 
然

 
災

 
害

水

 
難

 
事

 
故

計傷
病
程
度
別

計

100

337

1,833

2,003

4,273

死
　
亡

重
　
症

中
等
症

- 32 -



署　所　別　・　月　別　出　動　状　況

　　　月別
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

署所別

合 出動件数 467 339 408 368 346 338 366 416 333 359 343 388

計 搬送人員 429 322 387 362 333 324 349 400 322 346 329 370

本 出動件数 180 119 170 155 132 133 163 159 141 148 130 162

署 搬送人員 161 114 156 152 127 125 153 155 134 143 127 157

対 出動件数 110 75 90 75 86 69 74 98 78 83 75 77

島 搬送人員 104 72 85 78 83 66 73 93 76 78 71 71

出動件数 78 62 58 65 60 52 65 65 52 58 61 63

搬送人員 75 57 56 62 56 50 64 64 51 55 57 58

吉 出動件数 99 83 90 73 68 84 64 94 62 70 77 86

田 搬送人員 89 79 90 70 67 83 59 88 61 70 74 84

事故種別 合　　計 自　然 水　難 交　通 労　働 運　動 一　般 加　害 自　損 そ　の　他

火　災 急　病 転院搬送医師搬送 資器材 その他

署所別 災　害 事　故 事　故 災　害 競　技 負　傷 事　故 行　為

合 出動件数 4,471 2 1 16 237 28 12 717 23 33 2,860 495 47

計 搬送人員 4,273 4 1 14 268 28 13 686 21 22 2,722 493 1

本 出動件数 1,792 1 4 88 8 11 282 14 9 1,084 265 26

署 搬送人員 1,702 1 1 2 89 8 12 269 14 5 1,036 265

対 出動件数 990 7 44 10 1 184 9 653 77 5

島 搬送人員 950 7 51 10 1 176 5 622 77 1

出動件数 739 3 44 7 109 3 7 489 69 8

搬送人員 707 3 47 7 107 1 7 467 68

吉 出動件数 950 2 2 61 3 142 6 8 634 84 8

田 搬送人員 914 3 2 81 3 134 6 5 597 83
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(平成27年1月1日～平成27年12月31日）

宇
佐
美

950

合　　　　計

4,471

4,273

1,792

950

914

署　所　別　・　事　故　別　出　動　状　況

(平成27年1月1日～平成27年12月31日）

1,704

宇
佐
美

739

705

990



　　 対
事故種別

　　　　　　象 計

 人

応急処置
　　　　　員

4,245 263 671 2,717 594

92 12 53 15 12

213 104 76 11 22

12 0 2 7 3

146 0 16 121 9

973 25 49 693 206

264 1 28 223 12

19 1 4 9 5

328 54 228 18 28

31 0 3 28 0

12 0 0 11 1

42 0 6 35 1

3,597 107 442 2,536 512

4,006 256 610 2,564 576

412 63 40 287 22

4,053 251 615 2,610 577

3,131 76 210 2,388 457

17,331 950 2,382 11,556 2,443

 ※　搬送人員は4,273人であるが、救急隊員による応急処置対象人員は4,245人で、複数の応急処置
　　を含み、延べ回数は17,331件となっている。　
　　  傷病程度が重いほど処置内容も多く、気道確保、人工呼吸、酸素吸入、止血等の処置を実施する
　　ほか、心肺停止の傷病者に対しては、気管挿管、薬剤投与等の特定行為と呼ばれる救急処置を実
　　施している。

応 急 処 置 件 数
(平成27年1月1日～平成27年12月31日）

交

通

事

故

一

般

負

傷

急

病

そ

の

他

  その他

  止　　血

  固　　定

  人工呼吸

  心肺蘇生

  酸素吸入

  気道確保

  血圧測定

  聴診器聴取

  血中酸素飽和度の測定

  心電図(心電モニター）

計

  保　　温

  被　　覆

  在宅療法継続

　除細動

　静脈路確保（輸液）
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管外 管外 管外 管外 管外 管外 管外

※　「その他」とは、外国人旅行者、住所が判明しない者である。

0 14

計 4 14 268 686 2722 579 4273

そ　　　　の　　　　他 0 0 1 3 10

管外に住所を有する者 2 14 94 190 435 92 827

管内に住所を有する者 2 0 173 493 2277

0 2345 138 421 251 57

　　管内管外別搬送人員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成27年1月1日～平成27年12月31日）

487 3432

火　　災 水　　難 交　　通 一般負傷 急　　病 そ の 他 計

※　覚知から、最終医療機関等に収容するまでに要した時間である。
※　管外とは、伊東市以外の医療機関等に搬送された人員である。

12 597 252 47.5

計 1 0 215 0 1234

0 238 91 160 149 12

56 4273 445 39.4

そ の 他 0 0 47 0 140

0 415 1

4 39.4

一般負傷 1 0 38 0 177

0 161 0 21 1 3

6 686 14 38.248 7 7

35 2722 175 38

交　　通 0 0 10 0 73

0 1531 46 192 94 35急　　病 0 0 120 0 844

3 268

６０分以上
１２０分未

１２０分以上 計
平均所要
時間（分）時間

事故種別

4471 8.9

※　覚知から現場到着までに要した時間である。
※　平成20年まで覚知は指令の時間だったが、平成21年から入電した時間に変更となった。

　　医療機関収容所要時間別搬送人員　　　　　　　　　　　（平成27年1月1日～平成27年12月31日）
収容所要

１０分未満
１０分以上
２０分未満

２０分以上
３０分未満

３０分以上
６０分未満

計 47 418 2329 1537 140

717 9.5

そ の 他 28 147 345 123 14 657 7.0

一般負傷 3 50 361 280 23

2860 9.3

交　　通 0 17 121 94 5 237 9.2

急　　病 16 204 1502 1040 98

　　現場到着所要時間別出動件数　　　　　　　　　　　　　　（平成27年1月1日～平成27年12月31日）
現場到着

３分未満
３分以上

５分未満

５分以上

１０分未満

１０分以上

２０分未満
２０分以上 計 平均所要時間(分)

事故種別
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過去５年間の救急搬送状況

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年
出動件数 4,664 4,579 4,623 4,569 4,471
搬送件数 4,331 4,293 4,320 4,262 4,211
搬送人員 4,404 4,338 4,392 4,306 4,273
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平 成 27 年 平 成 26 年 前 年 比 較

建 物 火 災 11 19 △ 8

林 野 火 災

車 両 火 災 1 1

船 舶 火 災

航 空 機 火 災

そ の 他 の 火 災 11 21 △ 10

計 （ 件 ） 23 40 △ 17

建 物 火 災 1,527 41,124 △ 39,597

林 野 火 災

車 両 火 災 165 165

船 舶 火 災

航 空 機 火 災

そ の 他 の 火 災 197 197

計 （ 千 円 ） 1,889 41,124 △ 39,235

死 者 1 △ 1

負 傷 者 7 5 2

6 26 △ 20

12 62 △ 50

平 成 27 年 平 成 26 年 前 年 比 較

1 11 △ 10

2 △ 2

2 9 △ 7

8 11 △ 3

11 33 △ 22

70 1,339 △ 1,269

5 69 △ 64

部　分　焼

ぼ　　　や

計　（　棟　）

火 　災 　概 　要　 と 　前　 年 　比

　　　　　　　（平成27年1月1日～平成27年12月31日）

区　　　　　分

出

火

件

数

損

害

見

積

額

林  野  焼  損  面  積 （ ａ ）

建 物 焼 損 床 面 積 （ ㎡ ）

建 物 焼 損 表 面 積 （ ㎡ ）

死　傷　者

        リ  災  世  帯 （ 世 帯 ）

        リ  災  人  員   （ 人 ）

建　物　火　災　の　概　要

建

物

焼

損

棟

数

全　　　焼

半　　　焼
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１ 月 ２ 月 ３ 月 ４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 １ ０ 月 １ １ 月 １ ２ 月 合 計

建 物 火 災 1 2 1 1 1 2 2 1 11

林 野 火 災 0

車 両 火 災 1 1

船 舶 火 災 0

航 空 機 火 災 0

その他の火災 1 1 1 1 5 1 1 11

計 2 2 2 1 2 0 1 5 2 3 2 1 23

全 焼 1 1

半 焼 0

部 分 焼 1 1 2

ぼ や 2 1 1 2 2 8

4

2

4

0

1

0

4

0

0

0

2

1

2

1

2

23

船  舶 航空機

月 別 火 災 状 況
（平成27年1月1日～平成27年12月31日）

　        月 別
  区　分

出

火

件

数

建

物

焼

損

棟

数

出 火 原 因 別 比 較
（平成27年1月1日～平成27年12月31日）

出火原因種別
火  災  種  別

計
建　物 林  野 車  両 その他

こ ん ろ 3 1

1

放 火 2 2

た ば こ 1

ス ト ー ブ

放火の疑い 1

電灯電話の
配 線

4

配 線 機 器

電 気 機 器

灯 火

火 あ そ び 1 1

た き 火

1

取 灰 1

火 入 れ 1

1

不明・調査中 1 1

そ の 他

11計 11 0 1 0 0
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地 域 別 火 災 件 数 
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覚 知 方 法 別 火 災 件 数

総件数23件　（平成27年1月1日～平成27年12月31日）

建

物

火

災

林

野

火

災

車

両

火

災

船

舶

火

災

航

空

機

火

災

そ

の

他

の

火

災

合

計

火災種別

　覚知区分

火災報知専用電話
（NTT加入電話を除く） 3 3

火災報知専用電話
（NTT加入電話から） 0

火災報知専用電話
（携帯電話から） 5 4 9

加　　入　　電　　話
（加入電話から） 0

加　　入　　電　　話
（携帯電話から） 0

警　　察　　電　　話 0

駆 け 付 け 通 報 0

事　　後　　聞　　知 6 1 3 10

そ の 他 1 1

11 23合 計 11 0 1 0 0
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  年　　別  件　数  損害見積額（千円） 年 別  件　数  損害見積額（千円）

 　昭和25年   ３０ ２，１５８  　昭和58年   ４６ １１９，３４１

 　昭和26年   ４０ ３２，２２０  　昭和59年   ５７ ９４，１３４

 　昭和27年   ３０ １，２９２  　昭和60年   ５１ ２３，６１３

 　昭和28年   ３５ ７，９４６  　昭和61年   ４８ ３０３，６７９

 　昭和29年   １９ １，５２２  　昭和62年   ４２ ２０，０８４

 　昭和30年   ３２ ９，７７１  　昭和63年   ５３ ８５２，１０６

 　昭和31年   ４５ １８，１４２  　平成元年   ３２ ７４，６８４

 　昭和32年   ５１ ６８，６１２  　平成２年   ２７ ５２，６９３

 　昭和33年   ５３ １４，９８８  　平成３年   ２５ １１４，７０６

 　昭和34年   ４３ ９，１７５  　平成４年   ２１ ４９７，２９６

 　昭和35年   ３９ ５，１９４  　平成５年   ２４ ６６，８６６

 　昭和36年   ８８ ２７，４０８  　平成６年   ５７ ２４０，０６７

 　昭和37年   ６７ ２３，０３５  　平成７年   ５１ １８５，５３０

 　昭和38年   ７２ ２８，５０４  　平成８年   ８９ １４４，５０４

 　昭和39年   ７４ １６，２３６  　平成９年   ５３ ７０，１４５

 　昭和40年   ９４ ４２，５３６  　平成10年   ４２ ３１，６９０

 　昭和41年   ５６ ８，４２６  　平成11年   ４２ ４０，６００

 　昭和42年   ６６ ４３，７７８  　平成12年 　５８ ８４，７５７

 　昭和43年   ６３ ７６，７３８  　平成13年   ４７ ８３，８３７

 　昭和44年   ５８ ７，５５８  　平成14年   ４１ １０８，４６８

 　昭和45年   ７０ ８４，３４０  　平成15年 　４２ １６５，６７９

 　昭和46年   ６９ １４，６７０  　平成16年 　４２ ５３，４１５

 　昭和47年   ４０ ７９，３４８  　平成17年 　５３ ２５，７０４

 　昭和48年   ７２ ５２，３９２  　平成18年 　５０ １１０，７６６

 　昭和49年   ５５ ８０，３４６  　平成19年 　３０ ４３，６８４

 　昭和50年   ５５ ２６，６１０  　平成20年 　４６ ８１，２３５

 　昭和51年   ５７ ４８，１２３  　平成21年 　３３ ４３，１０６

 　昭和52年   ５５ ５３，６４０  　平成22年 　３９ ４４，５１２

 　昭和53年   ５０ ４１，１０３  　平成23年 　３９ ５７，５０９

 　昭和54年   ４５ ７３，８５９  　平成24年 　２７ ３３，０４９

 　昭和55年   ３９ ７１，３３４  　平成25年 　３７ ３８，５３４

 　昭和56年   ４４ ３３，４０７  　平成26年 　４０ ４１，１２４

 　昭和57年   ４３ ７５，７１６  　平成27年 　２３ １，８８９

消 防 本 部 発 足 以 来 の 火 災 発 生 件 数 と 損 害 見 積 額
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同意処理

意
見
書
付
き

新 築 66 19 66

増 築 5 1 5

改 築 1 0 1

移 転

修 繕

模 様 替

用 途 変 更 1 1 1

そ の 他 14 0 14

建 築 同 意 事 務 処 理 状 況

（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

同　　　　意 不　同　意 計

  申請要旨

計 87 21 0 87
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イ 劇場・映画館・演芸場・観覧場 3 0 0%

ロ 公会堂・集会場 34 9 26%

イ ｷｬﾊﾞﾚｰ・ｶﾌｪｰ・ﾅｲﾄｸﾗﾌﾞの類 0

ロ 遊技場・ダンスホール 14 8 57%

ハ 性風俗関連特殊営業を営む店舗 0

ニ カラオケボックス等 1 1 100%

イ 待合・料理店の類 3 0 0%

ロ 飲　食　店 76 12 16%

4 　 百貨店・マーケット 153 76 50%

イ 旅館・ホテル・宿泊所 536 206 38%

ロ 寄宿舎・下宿・共同住宅 548 97 18%

イ 病院・診療所・助産所 29 5 17%

ロ 老人短期入所施設の類 28 15 54%

ハ 老人デイサービスセンターの類 40 22 55%

ニ 幼稚園・特別支援学校 17 5 29%

7 小・中・高・大・各種学校 21 8 38%

8 図書館・博物館・美術館 11 2 18%

イ 特殊浴場・サウナ浴場 3 0 0%

ロ 公衆浴場 0

10 車両の停車場・船舶又は航空機の発着場 3 2 67%

11 神社・寺院・教会の類 46 4 9%

イ 工場・作業場 113 25 22%

ロ 映画スタジオ・テレビスタジオ 1 1 100%

イ 自動車車庫・駐車場 10 0 0%

ロ 飛行機又は回転翼航空機の格納庫 0

14 倉  庫 55 12 22%

15 銀行・官公署の事業所 145 19 13%

イ 315 92 29%

ロ 101 5 5%

17 重要文化財 4 0 0%

18 延長50m以上のアーケード 4 0 0%

           合   計 2,314 626 27%

 査 察 対 象 物 数 及 び 査 察 実 施 件 数
（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

項 防 火 対 象 物 の 別 査察対象物 査察実施件数 査察実施率

1

2

3

5

6

9

12

13

16 複合用途の防火対象物
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実 施 年 実 施 回 数 受 講 人 員 実 施 年 実 施 回 数 受 講 人 員

昭 和 ３ ６ 年 3 224 平 成 ５ 年 1 213

昭 和 ３ ７ 年 2 96 平 成 ６ 年 1 176

昭 和 ３ ８ 年 1 55 平 成 ７ 年 2 215

昭 和 ３ ９ 年 平 成 ８ 年 1 149

昭 和 ４ ０ 年 1 66 平 成 ９ 年 1 140

昭 和 ４ １ 年 平 成 １ ０ 年 1 132

昭 和 ４ ２ 年 1 101 平 成 １ １ 年 1 125

昭 和 ４ ３ 年 2 164 平 成 １ ２ 年 1 127

昭 和 ４ ４ 年 1 149 平 成 １ ３ 年 1 113

昭 和 ４ ５ 年 1 174 平 成 １ ４ 年 2 146

昭 和 ４ ６ 年 （上級講習）１ 80

昭 和 ４ ７ 年 2 301 平 成 １ ５ 年 1 86

昭 和 ４ ８ 年 1 154 （上級講習）１ 49

昭 和 ４ ９ 年 3 285 平 成 １ ６ 年 1 107

昭 和 ５ ０ 年 1 167 平 成 １ ７ 年 1 109

昭 和 ５ １ 年 2 143 平 成 １ ８ 年 1 155

昭 和 ５ ２ 年 1 122 ( 再 講 習 ） １ 63

昭 和 ５ ３ 年 1 121 平 成 １ ９ 年 1 114

昭 和 ５ ４ 年 2 252 平 成 ２ ０ 年 1 135

昭 和 ５ ５ 年 1 149 平 成 ２ １ 年 1 117

昭 和 ５ ６ 年 2 227 平 成 ２ ２ 年 2 182

昭 和 ５ ７ 年 1 153 平 成 ２ ３ 年 2 142

昭 和 ５ ８ 年 2 248 ( 再 講 習 ） １ 44

昭 和 ５ ９ 年 1 153 平 成 ２ ４ 年 2 114

昭 和 ６ ０ 年 2 210 平 成 ２ ５ 年 1 125

昭 和 ６ １ 年 1 146 (乙種）１ 28

昭 和 ６ ２ 年 1 146 平 成 ２ ６ 年 1 82

昭 和 ６ ３ 年 1 275 平 成 ２ ７ 年 1 81

平 成 元 年 2 326 72 8,440

平 成 ２ 年 2 280 （上級講習）2 129

平 成 ３ 年 1 190 （ 再 講 習 ） 2 107

平 成 ４ 年 2 278 ( 乙 種 ） 1 28

防 火 管 理 者 資 格 取 得 講 習 会 実 施 状 況

合計

    ※平成１８年から財団法人日本防火協会で実施
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1

（完成検査済証交付施設）

一 般 取 扱 所 30 12 40%

第一種販売取扱所 3 0 0%

自家用 17 5 29%

給油取扱所

取

扱

所

船　舶 6 0 0%

12 12 11 1営業用 19 19 100%

3 1

屋 外 貯 蔵 所 1 1 100%

移動タンク貯蔵所 21 16 76% 3

3

簡易タンク貯蔵所 1 0 0%

地下タンク貯蔵所 132 49 37% 2 2

貯

蔵

所

屋外タンク貯蔵所 24 6 25%

屋内タンク貯蔵所 6 1 17%

1

17 11 0 7総　　　　　　数

屋 内 貯 蔵 所 6 3 50%

266 112 42% 0 0 17

廃

　
　
止

　
　
届

区　　　　　分 許

　
　
可

完

　
　
成

許

　
　
可

完

　
　
成

危 険 物 施 設 数 及 び 査 察 等 実 施 件 数

（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

申　請　等　検　査　数

施

　
設

　
数

査

察

実

施

数

査

察

実

施

率

設　置 変　更 仮

　
　
使

　
　
用

仮
　
貯
　
蔵
　
・

仮

　
取

　
扱

- 45 -



42 3 30 266

（完成検査済証交付施設）

0

計 6 24 6 132 1 21 1

8
1,000倍以下

1,000倍を超える

8

5
２００倍以下

２００倍を超え

5

１５０倍以下

１５０倍を超え

2 2

9
１００倍以下

１００倍を超え

5 2

40
５０倍以下

５０倍を超え
1 1

1 11 4
１０倍を超え

2 8 1 13

9 1 8 58
１０倍以下

144

５倍を超え
1 12 26 1

20 2 2 16

一

般

取

扱

所

移

送

取

扱

所

倍　数

５倍以下 3 3 5 92 1

地

下

タ

ン

ク

貯

蔵

所

簡

易

タ

ン

ク

貯

蔵

所

移

動

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

外

貯

蔵

所

給

油

取

扱

所

第

一

種

販

売

取

扱

所

数 量 別 危 険 物 施 設 数

（平成28年3月31日現在）

貯　　蔵　　所 取　　扱　　所

区　分
製

造

所

合

計

屋

内

貯

蔵

所

屋

外

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

内

タ

ン

ク

貯

蔵

所
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１８年４月１日現在）

市内全域 桜木町一丁目 1-3 1 4 7 12

 第１分団 湯　川 湯川二丁目２－２ 1 1 2 6 20 30

 第２分団 松　原 松原本町11－10 1 1 2 6 20 30

 第３分団 玖須美 和田二丁目１－１ 1 1 2 6 20 30

 第４分団 新井 新井二丁目３－７ 1 1 2 6 20 30

 第５分団 岡 湯田町１－１ 1 1 2 6 20 30

 第６分団 鎌　田 鎌田 752－２ 1 1 2 6 20 30

 第７分団 川　奈 川奈 939－１ 1 1 2 6 20 30

 第８分団 吉　田 吉田 571－２ 1 1 2 6 20 30

 第９分団 荻 荻 　226－９ 1 1 2 6 20 30

 第17分団 十　足 十足 595－１ 1 1 2 4 12 20

 第10分団 留　田 宇佐美49－３ 1 1 2 6 20 30

 第11分団
城宿、山田

桑原、阿原田
宇佐美 1641 －7 1 1 2 6 20 30

 第12分団
初津.塩木道
八幡.中里.峰

宇佐美 1917 －１ 1 1 2 6 20 30

 第13分団 富　戸 富戸　890-19 1 1 2 6 20 30

 第14分団 八幡野 八幡野 1189-107 1 1 2 6 20 30

 第15分団 池 池 451－1 1 1 2 6 19 29

 第16分団 赤　沢 赤沢　60－１ 1 1 2 5 16 25

1 4 7 17 17 34 99 327 506計

団 本 部

第

四

方

面

隊

階　　級　 

消  防  団  の  定  員
(平成28年3月31日現在）

計

第

三

方

面

隊

第

二

方

面

隊

第

一

方

面

隊

名　　称

班

長

団

員    管轄区域・所在地

団

長

副

団

長

本

部

長

分

団

長

副

分

団

長

部

長
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車両名等 配置場所 車　種 年式 種　別 ポンプ 級別 購入年月

小型動力ポン H 22.1
軽消防自動車 団本部 スバル  H 22 プ付軽消防 ラビット Ｂ２ 損害保険協会

自動車 寄贈

小型動力ポン H 26.3
軽消防自動車 団本部 ダイハツ  H 26 プ付軽消防 トーハツ Ｂ２ 総務省消防庁

自動車 無償貸与

 第１分団  消防ポンプ
 第１分団車 いすゞ  H 22  自動車4WD Ａ２   H 22.8

湯　川  CD－Ⅰ
 第２分団  消防ポンプ

 第２分団車 いすゞ  H 21  自動車4WD Ａ２   H 21.8
松　原  CD－Ⅰ

 第３分団  消防ポンプ
 第３分団車 いすゞ  H 27  自動車4WD Ａ２   H27.10

玖須美  CD－Ⅰ
 第４分団  消防ポンプ

 第４分団車 いすゞ  H 25  自動車4WD Ａ２   H 25.9
新　井  CD－Ⅰ

 第５分団  消防ポンプ
 第５分団車  日　野  H 26  自動車4WD Ａ２   H 26.9

岡  CD－Ⅰ
 第６分団  消防ポンプ

 第６分団車  日　野  H ８  自動車 Ａ２   H 8.11
鎌　田  CD－Ⅱ

 第７分団  消防ポンプ
 第７分団車  いすゞ  H 10  自動車 Ａ２   H10.11

川　奈  CD－Ⅱ
 第８分団  消防ポンプ

 第８分団車  いすゞ  H 17  自動車4WD Ａ２   H17. 2
吉　田  CD－Ⅰ

 第９分団  消防ポンプ
 第９分団車  日　野  H 20  自動車4WD Ａ２   H 20.9

荻  CD－Ⅰ
 第17分団  消防ポンプ

 第17分団車  いすゞ  H 11  自動車 Ａ２   H11.12
十　足  CD－Ⅱ

 第10分団  消防ポンプ
 第10分団車 いすゞ  H 24  自動車4WD Ａ２   H24.11

 留 田  CD－Ⅰ
 第11分団  消防ポンプ

 第11分団車  城宿.山田 いすゞ  H 23  自動車4WD Ａ２   H23.11
桑原.阿原田  CD－Ⅰ
 第12分団  消防ポンプ

 第12分団車 初津.塩木道  いすゞ  H 15  自動車 Ａ２   H15.12
八幡.中里.峰  CD－Ⅱ
 第13分団  消防ポンプ

 第13分団車  いすゞ  H 13  自動車 Ａ２   H13.12
富　戸  CD－Ⅱ

 第14分団  消防ポンプ
 第14分団車  いすゞ  H 12  自動車 Ａ２   H12.12

八幡野  CD－Ⅱ
 第15分団  消防ポンプ

 第15分団車  いすゞ  H ９  自動車 Ａ２   H 9.11
池  CD－Ⅱ

 第16分団  消防ポンプ
 第16分団車  日　野  H 18  自動車4WD Ａ２   H18.10

赤　沢  CD－Ⅰ

第

一

方

面

隊

消

防

団

消 防 団 車 両 配 置 状 況

所 属

第

三

方

面

隊

第

二

方

面

隊

（平成28年3月31日現在）

第

四

方

面

隊

モリタ

 日  機

モリタ

モリタ

モリタ

モリタ

 畠  山

 日  機

団
本
部

モリタ

 日  機

 日  機

モリタ

モリタ

モリタ

モリタ

モリタ

モリタ
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  　階　級 

 年齢別

 １８歳未満 0
１８歳 0
１９歳 4 4
２０歳 4 4
２１歳 14 14
２２歳 7 7
２３歳 7 7
２４歳 13 13
２５歳 21 21
２６歳 20 20
２７歳 3 27 30
２８歳 2 4 23 29
２９歳 8 13 21
３０歳 2 10 27 39
３１歳 11 21 32
３２歳 2 5 8 15
３３歳 4 7 16 27
３４歳 2 10 11 23
３５歳 1 9 7 17
３６歳 2 13 8 23
３７歳 2 1 4 9 5 21
３８歳 1 4 8 4 3 20
３９歳 1 2 5 5 12 25
４０歳 1 6 1 12 20
４１歳 2 2 2 1 8 15
４２歳 2 3 5
４３歳 3 9 12
４４歳 2 1 8 11
４５歳 3 3 6
４６歳 2 2 4
４７歳 0
４８歳 2 2
４９歳 2 1 3
５０歳 3 1 4
５１歳 1 3 4
５２歳 3 3
５３歳 0
５４歳 1 1
５５歳 0
５６歳 0
５７歳 0
５８歳 0
５９歳 1 1

６０歳以上 1 1 1 3

合計 1 4 7 17 17 34 99 327 506

合

計

(平成28年3月31日現在） 

消 防 団 員 の 年 齢 状 況

分

団

長

副
分
団
長

部

長

班

長

団

長

副

団

長

消防団員の平均年齢３３．１歳

本

部

長

団

員
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階　　級 団　　長 副団長 本部長 分団長 副分団長 部　長 班　　長 団　員

年額支給 76,000円 63,000円 58,000円 38,000円

区　　分

費用弁償

種　類 合　　計 火　　災 風水害等 訓　　練 特別警戒 捜　　索

　　年齢別 ５年以上 10年以上 15年以上 20年以上 25年以上
～ ～ ～ ～ ～

団員数 10年未満 15年未満 20年未満 25年未満 30年未満

506人 162人 165人 94人 63人 17人 2人

　　職業別

団員数

506人 431人

　　就業別

団員数

506人

55人

消 防 団 員 職 業 ・ 就 業 別 の 状 況

3人

398人 54人

1268回

就 業 形 態

0人

36回

職 業 構 成

20人

地方公務員

（平成28年3月31日現在）

※　他に機関員報酬(各分団3人年1人年額27,000円）

102人

家族従業者 その他

943回

3,408人

25人

20,887人

自営業者被用者

５年未満

１人１回につき １個分団１夜３人

2,300円

29人

その他

消 防 団 員 報 酬

消 防 団 員 費 用 弁 償

92,000円 36,500円45,500円 37,000円

夜　　警

15回

2,300円 2,300円

１人１夜につき

（平成28年3月31日現在）

 ごとに500円を加算する。

消 防 団 員 出 動 状 況

１人１回につき

巡　　察訓　　練

  出動時間が４時間を超える場合２時間

出　　動

553人

その他

出動回数 58回

国家公務員

2544回

（平成28年3月31日現在）

（平成28年3月31日現在）

329人

30年以上

消 防 団 員 勤 続 年 数 状 況

13,535人

2,300円 １人につき

公　　務　　員
特殊法人等公務員に
準ずる職員（日本郵
政グループ含む）

（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

224回

2,960人出動人員
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（日）

9 （月） 　※秋季火災予防運動・消防総合演習

　消防団本部視察研修15（日）～16（月）

13 （日）

18 （金） 　分団長以上会議

　静岡県消防操法大会

3 9 （水） 　最終分団長以上会議

　　　　　　　　　　　　　※は、実施日が決まっている。

19 （日）

24 （日）

    7（日）～8（日）

2
12 （金） 　団本部会議

25 （木） ※夜警終い

1
9 （土） 　伊東市消防出初式

19 （火） 　市長夜警巡察

12

4 （金） 　分団長以上会議

18 （金） 　伊東市本部纏会

26 （土） ※夜警始め・夜警巡察

10 24 （土） 　赤沢花火大会

11

1 （日） 　伊東市・熱海市合同訓練（東豆支会）

　後期機械器具点検29

9

1 （火） 　伊東市総合防災訓練

23 （水） 　消防フェスタ

27 （日） 　伊東市・東伊豆町消防団合同訓練

14 （金） 　やんもの里花火警備

15 （土） 　いるか浜花火警備

8

1 （土） 　宇佐美花火警備

4 （火） 　夏季錬成夜間訓練（８月４日～８月２５日）

10 （月） 　按針祭花火警備

7

3 （金） 　分団長以上会議

4 （土） 　水防訓練（池区内）

26 （日） 　安全運転コンクール ・ 消防ポンプ車性能検査

6

5 （金） 　伊東市纏会総会

7 （日） 　土砂災害訓練（新井区内）

　分団長以上視察研修

5

8 （金） 　伊東市纏会役員会　

31 （日） 　前期機械器具点検

　田方支部消防操法大会

4 （土） 　機関員講習会

　伊東市消防団ポンプ操法競技会

26 （日） 　自衛隊による訓練礼式訓練

4

2 （木） 　庶務担当者会議・規律訓練会議

2 （木） 　ラッパ隊会議

3 （金） 　正副分団長以上会議

消 防 団 主 要 行 事

（平成27年度）

月 日 行　事　内　容
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